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　今期間，関東・中部地方とその周辺でM4.0以上の地震は 174回 (46回は房総半島南東沖の三重会

合点付近の地震活動，30回は新潟県中越地震の活動，17回は紀伊半島南東沖・東海道沖の地震活動 )，

M5.0以上は 27回 (9回は新潟県中越地震の活動，8回は房総半島南東沖の三重会合点付近の地震活動 )，

M6.0以上は下記地震の 2回であった。

　2004年 11月～ 2005年 4月のM4.0以上の震央分布を第 1図に示す。

主な地震活動は以下の通りである。

(1)千葉県北東部の地震活動 (M6.1，最大震度 5強，第 2図 )

　2005年 4月 11日に千葉県北東部でM6.1(最大震度 5強 )の地震が発生した。発震機構は東西方向

に圧力軸を持つ逆断層型で，太平洋プレートとフィリピン海プレートの境界で発生した。余震活動は

本震－余震型で推移し，4月中にほぼ収まった。

(2)房総半島南東沖の地震活動 (Ｍ 6.8，最大震度 1，第 3図 )

　2005年 1月 19日に房総半島南東沖のプレート三重会合点付近でM6.8(最大震度 1)の地震が発生

した。この地震により，伊豆諸島の三宅島，大島，八丈島などで高さ 0.1～ 0.3mの津波 (速報値 )を

観測した (第 3図 (a)及び (c))。

　この付近は 2004年 5～ 6月及び 2005年 1～ 4月にかけて地震活動が活発化した (第 3図 (b)右下図 )。

この地震活動は東西 2つの活動域があり，西側では今回の地震や 2004年 5月 30日のM6.7など粒の

大きい地震が発生している。東側では 2005年 1月から 4月にかけてM4程度のまとまった活動がみ

られた (第 3図 (a)右下図 )。どちらの領域の活動も 4月中にほぼ収まっている (第 3図 (b))。

　地震波形 (第 3図 (d)及び第 3図 (e))を見ると，1984年の地震は今回の地震とほぼ同じ場所で発生

し周期 1秒程度の短周期成分が卓越しているのに対し，今回の地震及び 2004年 5月 30日のM6.7の

地震は周期 10秒程度の長周期成分が卓越している。また，今回の地震は 2004年の地震に比べ最大振

幅の発現が遅くなっている。

　なお，2005年 1月 19日に発生したM6.8の地震について遠地実体波の解析 (第 3図 (f))を行った

ところ，破壊継続時間が 30秒を超えており，この規模の地震としては長いことがわかった。

(3)父島近海の地震活動 (Ｍ 6.5，最大震度 2，第 4図 )

　2005年 2月 10日に父島近海でM6.5(最大震度 2)の浅い地震が発生した。発震機構 (CMT解 )は北

北東－南南西方向に張力軸を持つ正断層型であった。

(4)平成 16年 (2004年 )新潟県中越地震の余震活動 (第 5図 )

　2004年 10月 23日に発生した「平成 16年 (2004年 )新潟県中越地震」の余震活動は徐々に減衰し

ている。今期間の最大の余震は 2004年 11月 8日のM5.9(最大震度 5強 )であった。この地震は余震



域の北西端に位置している。発震機構は本震と同じ型で西北西－東南東方向に圧力軸を持つ逆断層型

であった (地震予知連絡会会報第 73巻 p259参照 )。

(5)紀伊半島南東沖の地震活動 (第 6図 )

　2004年 9月 5日にM7.1とM7.4の地震が発生した紀伊半島南東沖の余震活動は，3～ 4月にかけ

てM4.0以上の地震が 8回発生したが，4月 22日のM4.4以降地震回数は減衰している。

(6)その他の地震活動 (第 7～ 12図 )

2004年

　　　月日　　　震央地名　　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　最大震度

　　11月 9日　　東海道沖　　　　　　　5.7　　　　　　　　　　　3　　　（第 11図）

2005年

　　　月日　　　震央地名　　　　　　規模 (M)　　深さ (km)　　最大震度

　　 1月 1日　　茨城県沖　　　　　　　 5.0　　　　　89　　　　　4　　　（第 8図）

　　 1月 9日　　愛知県西部　　　　　　 4.7　　　　　13　　　　　4　　　（第 10図）

　　 2月 8日　　茨城県南部　　　　　　 4.8　　　　　67　　　　　4　　　（第 7図）

 　　2月 16日      茨城県南部　　　　　　 5.4　　　　　45　　　　　5弱       （第 7図）

 　　2月 23日      茨城県南部　　　　　　 4.4　　　　　50　　　　　3　　　（第 7図）

 　　4月 19日      鳥島近海　　　　　　　 6.0　　　      441　　　　    2　　    （第 9図）

 　　4月 23日      長野県北部　　　　　　 4.1　　　　　 4　　　　　4　　　 （第 12図）

 



第 1図 (a)　関東・中部地方とその周辺の地震活動 (2004年 11月～ 2005年 1月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km)
Fig.1 (a)　Seismic Activity in and around the Kanto and Chubu districts (November 2004 - January 2005, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).



第 1図 (b)　つづき (2005年 2月～ 4月，M≧ 4.0，深さ≦ 700 km)
Fig.1 (b)　continued (February - April 2005, M≧ 4.0, depth≦ 700 km).



第 2図　千葉県北東部の地震活動
Fig.2 　Seismic activity in the northeastern part of Chiba prefecture.



第 3図 (a)　房総半島南東沖の地震活動
Fig.3 (a)　Seismic activity southeast off Boso peninsula.



第 3図 (b)　つづき
Fig.3 (b)　continued.



第 3図 (c)　つづき
Fig.3 (c)　continued.



第 3図 (d)　つづき
Fig.3 (d) 　continued.



  

   

 

第 3図 (e)　つづき
Fig.3 (e)　continued.



第 3図 (f)　つづき
Fig.3 (f)　continued.

http://www.eri.u-tokyo.ac.jp/ETAL/KIKUCHI/


第 3図 (g)　つづき
Fig.3 (g)　continued.



第 4図　父島近海の地震活動
Fig.4　Seismic activity around Chichi-jima island.



第 5図　平成 16年 (2004年 )新潟県中越地震の余震活動
Fig.5　Aftershocks of "the Mid Niigata prefecture Earthquake in 2004".



第 6図　紀伊半島南東沖の地震活動
Fig.6　Seismic activity off Kii Peninsula.



第 7図　茨城県南部の地震活動
Fig.7　Seismic activity in the southern part of Ibaraki prefecture.



第 8図　茨城県沖の地震活動
Fig.8　Seismic activity off Ibaraki prefecture .



第 9図　鳥島近海の地震活動
Fig.9　Seismic activity around Torishima island.



第 10図　愛知県西部の地震活動
Fig.10　Seismic activity in the western part of Aichi prefecture.



第 11図　東海道沖の地震活動
Fig.11　Seismic activity off Tokaido.



第 12図 (a)　長野県北部の地震活動
Fig.12  (a)　Seismic activity in the northern part of Nagano prefecture .



第 12図 (b)　長野県北部の地震に伴う歪計のステップ状変化
Fig.12 (b)　Step-like change observed on a strainmeter.
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